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2022 年度 卒業⽣を対象とした⼤阪医科薬科⼤学看護学部卒業⽣に関するアンケートのまとめ 

1．調査⽬的 
 本学における教育内容やサービスの改善のため、卒業⽣に対し、在学中に受けた教育内容やサービ

ス等が現在の仕事に活かされているかなどについてアンケート調査を⾏い、教育改善の参考資料と
して活⽤する。 

2．調査期間 
 2023 年 1 ⽉ 10 ⽇〜2023 年 2 ⽉ 10 ⽇ 
3．調査対象 
 2019〜2021 年度 本学看護学部卒業⽣ 253 名 
（2019 年度：84 名、2020 年度：87 名、2021 年度：82 名） 
4．調査⽅法 
 卒業⽣に対して無記名⾃記式質問紙調査（Google Form）を実施した。さらに⼤阪医科薬科⼤学病院

に就職した卒業⽣には留置き法を、外部施設に就職または進学した卒業⽣には郵送法を併⽤した。
依頼⽂には、個⼈や団体が特定できるかたちでの公表はしない旨を明記した。 

5．調査項⽬  
 調査項⽬は、1）卒業⽣の属性（⼊学年度、取得免許）、2）看護実践能⼒の⾃⼰評価、3）本学の社

会資源サービスの活⽤状況、4）今後のキャリアアップの希望、5）本学の学部教育の⽬標に対する
学びの有益性、6）本学の進路・就職サポートについての満⾜度、7）本学看護学部に期待すること、
とした。 

6．調査結果の概要 
 132 名から回答が得られた（回答率 52.2％）。その概要は、以下のとおりである。 
1）⾃⼰評価が⾼かった項⽬は「看護実践や⾃⼰の成⻑のために、他者の⽀援を求めること」「チーム
の⼀員として⾃分の役割を認識した⾏動をとること」などであり、⾃⼰評価が低かった項⽬は「緊急
時の対応をすること」「後輩や学⽣の指導をすること」であった。 
2）本学の社会資源サービスの活⽤状況は概ね⼗分でなかったが、その中でも図書館を活⽤している学
⽣が多かった。 
3）今後のキャリアアップについて、最も多かった意⾒は「認定看護師」（34 名）であったが、「特にな
し・未定」（36 名）と回答した者も多かったため、卒業後のキャリアアップに関する情報提供を在学中
から⾏っていく必要がある。 
4）学部教育の⽬標に関する学びは、臨床現場で概ね役⽴っていたが、「国際的に通⽤する新しい知識
や技術を創造できる能⼒の育成」「地域社会の状況と変化を学ぶ」については、「役⽴った」と回答し
た者が少なかったため、改善していく必要がある。 
5）進路・就職サポートについては、「国家試験対策」「就職ガイダンス」「就職・進学に対する相談体
制」の満⾜度が⾼かった。⼀⽅で、キャリアサポートルームの利⽤やインターンシップなど学外での
職場体験制度の案内については満⾜度が低かったので、学⽣のニーズを把握しながら、引き続き検討
していく必要がある。 
6）本学の看護学部教育への期待としては、「臨床・臨地との協⼒」を期待する意⾒が多かった。その
他の意⾒として、「附属病院があるため難しいと思うが、就職先の選択肢についてもっと知りたかった」
「事務、医学部、看護学部、⼈事部、および看護学部内での情報共有、連携」との意⾒があったため、
情報共有を密にしていく必要がある。 
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Ⅰ．卒業⽣の属性について 
1． ⼊学年度 
 2016 年度⼊学⽣が 37 名（28.0％）、2017 年度⼊学⽣が 41 名（31.1％）、2018 年度⼊学⽣が 45 名（34.1％）

であった。 
 
2． 取得免許 

 

 
 
Ⅱ．看護実践能⼒の⾃⼰評価 
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1.正確な知識や技術と、対象に安全で基本的な看護
実践をすること

2.問題解決に向けて、対象の特性に応じた看護を実
践すること

3.緊急時の対応をすること

4.看護実践や⾃⼰の成⻑のために、他者の⽀援を求
めること

5.チームの⼀員として⾃分の役割を認識した⾏動を
とること

6.⽇常業務の中で問題提起をすること

7.主体的に学習の場を求め、⾃⼰の課題に取り組む
こと

8.後輩や学⽣を指導すること

あなたの現在の看護実践能⼒の評価

できる どちらかというとできる どちらともいえない どちらかというとできない できない
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Ⅲ．本学の社会資源サービスの活⽤状況 

 
 
Ⅳ．今後のキャリアアップの希望 

 
その他の意⾒として、36 名から回答が得られた。 
転職・看護師から保健師、⾊々な診療科を経験していきたい、専業主婦、病棟勤務、現職復帰、特に現時点では
キャリアアップに着いたら考えていない、国際協⼒分野、保健師への転向、現状維持、転職、病院勤務、保健師 
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3.看護学部教員に学会発表等のサポートを受けた

4.看護学部教員へキャリアアップの相談

5.看護学部教員が主催する勉強会、研修会に参加

6.⼤阪医科薬科⼤学看護研究学会の参加

7.看護学部同窓会の参加

8.看護学部主催による講演会の参加

9.⼤学祭の参加

10.サークル活動の⽀援に参加

11.その他

本学の社会資源（サービス）の活⽤状況

活⽤あり 活⽤なし
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3.認定看護師取得

4.専⾨看護師取得

5.看護管理者

6.教育・研究者

7.その他

今後のキャリアアップの希望

希望あり 希望なし
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Ⅴ．学部教育の学びの有益性 

 
 
Ⅵ．進路・就職サポートの満⾜度 
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1⼈間の⽣命、⼈間としての尊厳及び権利を尊重する

2.多様な⽂化を持つ⼈々の⽣き⽅や価値観を尊重できる
豊かな⼈間性を育成する

3.看護学の分野で国際的に通⽤する新しい知識や技術を
創造できる能⼒を育成する

4.科学的知識に基づき、専⾨知識や技術を効果的に活⽤
した看護実践ができる能⼒を育成する

5.倫理的判断に基づき、専⾨知識や技術を効果的に活⽤
した看護実践ができる能⼒を育成する

6.地域社会の状況と変化を学ぶ

7.多職種と連携・協働して⼈々のさまざまな健康課題に
取り組むことができる能⼒を育成する

8.看護職として専⾨能⼒を継続的に発展させる姿勢を育
成する

9.看護職として専⾨能⼒を継続的に発展させる姿勢を育
成する

本学の学部教育の⽬標に関する学びが、臨床現場で役⽴っているか

役⽴った どちらかというと役⽴った
どちらともいえない どちらかというと役⽴たなかった
役⽴たなかった
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1.就職・進学について相談体制が整っていた

2.将来の進路について考える教育が充実していた

3.卒業⽣の看護実践を知る機会が充実していた

4.就職・進学の資料や情報が豊富であった

5.就職サポートがきめ細やかであった

6.キャリアサポートルームは利⽤しやすかった

7.インターンシップなど学外での職場体験制度の案内…

8.就職ガイダンスは将来を考えるうえで役に⽴った

9.国家試験対策に関する⽀援は役に⽴った

本学の進路・就職サポートについての満⾜度

そう思う ややそう思う どちらともいえない ややそう思わない そう思わない
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Ⅶ．本学の看護学部教育への期待 

 
その他、本学に対して希望することとして、以下の回答が得られた。 
 附属病院があるため難しいと思うが、就職先の選択肢についてもっと知りたかった。キャリアアップについて

も 10 年先ではなくまず 3 年 5 年どのように働くか知りたかった。 
 倫理観の構築についてもっと教育してください 
 英語の授業の強化、国際看護・保健分野のカリキュラム、現地での実習、単位取得しながら留学できる制度な

ど 
 様々な⼤学の学⽣さんが実習に来る病院で働いています。⼤阪医科⼤学の実習でも⽬に付く所を責めるので

はなく個々の良い所を伸ばす教育をしていって欲しいと思います。 
 国試対策、就職活動で⽠崎先⽣には本当にお世話になりました。直接お礼できなかったことが悔やまれます。 
 図書館や⾷堂など⼤学施設の充実 
 "事務、医学部、看護学部、⼈事部、および看護学部内での情報共有、連携。在学中、情報共有がなされていな

いために予定が被ったり、同じ説明を何度も⾏ったりしており、それぞれが⾃部署のことだけ考えて動いてい
る場⾯が多かったため。 
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本学の看護学部に期待すること

かなりある ある どちらともいえない あまりない ない


